
 

 

 
名古屋大学数学教育セミナー 

 

第３８回プログラム 
 

 日時：2013 年５月１１日（土）１４：００～１７：００ 

 場所：名古屋大学大学院多元数理科学研究科多元数理科学棟 552 号室 

 プログラム： 

  １．講演：不完全性定理について聞かれたら 

   林  晋 （京都大学大学院文学研究科・教授） 

  ２．講演：データの分析あれこれ 

   井原 俊輔（名古屋大学・名誉教授） 

 
●講演内容・開催場所交通案内等についてはウェブページを御覧下さい： 
 http://www.math.nagoya-u.ac.jp/~namikawa/ 
 
●参加自由。事前の申し込みは必要ありません。参加費は無料です。 
 
名古屋大学数学教育セミナーは，現職の数学教員と，数学教員を志望する大学院生・学

部学生がともに集い，学問としての数学をいかに教育の中で活かしていくかを考え，ま

たその目的のために数学・数学教育学について学んでいく，自由な意見交換の場です。 

 
●世話人・問い合わせ先 
  浪川 幸彦 
   所属：椙山女学園大学教育学部 
   電子メール：namikawa@sugiyama-u.ac.jp 
   電話：052-781-4480 
  三宅 正武 
   所属：名古屋大学大学院多元数理科学研究科 
   電子メール：mmiyake@math.nagoya-u.ac.jp



 

 

１．不完全性定理について聞かれたら 
林 晋 

 
 京大の全学向けにゲーデルの不完全性定理に関する歴史学・社会学の講義をした際、大教室
があふれるほど理系学生が詰めかけ、そのほとんどが、すでにゲーデルや不完全性定理を知っ
ていたことに驚きました。この様に有名な不完全性定理ですが、現在の数学においては「周辺
の話題」ですから、数学科で教えられることは稀です。 
 数学の専門家だからということで、不完全性定理やゲーデルについて質問されて困った経験
がある方も少なくないのではないでしょうか。 
 このセミナーでは、そういう時のために、次の四点について、お話したいと思います。 
１. 定理の背景：数学基礎論 
２．誤解と誤解の背景：「形式系理解」の難しさと不十分な歴史研究 
３．数学的仕組み 
４．どの教科書や参考書が良いか悪いか 
 
 
 

２．データの分析あれこれ 

井原 俊輔 
 
 数学Ⅰで「データの分析」が扱われるなど、昨年度より高校数学での確率・統計の学習に大
きな変化が加わりました。現在、新聞、雑誌、インターネットなどでいろいろなデータが表や
グラフで表示されています。インターネットを利用すれば各種のデータが容易に入手でき、表
計算ソフトを使えば、データの整理と分析が容易にでき、さらにその結果を図示することが可
能な時代になりました。このような流れからすれば、データに基づいた議論の重要性は増加し、
高校数学での確率・統計の取扱いの変化は自然な方向であり、私は、高校のみならず、大学で
の確率・統計の教育、学習も大きく変わっていく（べき）と考えています。このような方向性
の中で、確率・統計は受験でもさほど重要でないし、自分達の生活にも関係ないし、といった
これまでの感覚は忘れ、データの活用の意義を理解し、データの分析に親近感をもってもらい
たいものです。このためには、授業で生徒にとって興味のある具体例を扱うこと有用と思いま
す。この講演では、一般論よりは、データの活用に親しみをもってもらえるような具体例を挙
げることに主眼をおきます。 
 ４月１０日の朝日新聞に「早生まれ 選手に不利？」という記事が掲載されていました。デ
ータも図示されています。この話題は以前からあちこちでささやかれていたものです。皆さん
はどう考えますか？ 当日はこの例から話を始めるつもりです。 


